
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
受
領

答

弁

第

四

八

四

号

内
閣
衆
質
一
七
四
第
四
八
四
号

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
稲
田
朋
美
君
提
出
『
現
代
仮
名
遣
い
』
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
内
閣
告
示
第
一
号
）
の
運
用
に
関
す
る
質

問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
稲
田
朋
美
君
提
出
『
現
代
仮
名
遣
い
』
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
内
閣
告
示
第
一
号
）
の
運
用
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
法
律
を
起
案
す
る
場
合
に
は
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
お
り
、
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
に
つ
い
て
も
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
起
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
改
竄
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
現
代
仮
名
遣
い
」
（
昭
和
六
十
一
年
内

閣
告
示
第
一
号
）
の
前
書
き
は
、
出
版
社
等
に
対
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
た
文
献
等
に
つ
い
て
現
代
仮
名
遣
い
を

用
い
て
表
記
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
で
書
か
れ
て
い
る
文
学
作
品
を
、
「
現
代

仮
名
遣
い
」
で
書
き
直
す
こ
と
」
は
、
当
該
告
示
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

小
学
校
及
び
中
学
校
の
教
科
用
図
書
に
お
け
る
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
教
科
用
図
書
検
定
基
準
（
平

成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
告
示
第
三
十
三
号
）
に
お
い
て
、
「
現
代
口
語
文
に
お
い
て
は
、
「
現
代
仮
名
遣
い
」
（
昭
和
��

一



年
内
閣
告
示
第
�
号
）
を
用
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
近
代
詩
歌
な
ど
の
原
典
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。
」
、
「
文
語
文
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
る
も
の
と
し
、
必
要
に
応

じ
て
、
適
切
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。
」
と
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
五
十
音
図
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
準
は
設
け
て
お
ら
ず
、

教
科
用
図
書
に
五
十
音
図
を
掲
載
す
る
か
否
か
や
、
掲
載
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
内
容
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
教
科

用
図
書
の
発
行
者
等
に
お
い
て
適
切
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
国
語
科
の
教
科
用
図
書

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
五
十
音
図
に
は
、
い
わ
ゆ
る
穴
あ
き
五
十
音
図
の
ほ
か
、
や
行
の
空
白
欄
に
「
（い）
」
及
び
「
（え）
」
を
、

わ
行
の
空
白
欄
に
「
（い）
」
、
「
（う）
」
及
び
「
（え）
」
を
記
載
し
た
も
の
や
、
わ
行
の
空
白
欄
に
「
（ゐ）
」
及
び
「
（ゑ）
」
を
記
載
し

た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

現
在
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
国
語
教
育
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
た
題
材
が
掲
載
さ
れ
た
教
科
用
図
書

を
使
用
し
て
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
年
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十

七
号
）
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
自
体
の
指
導
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
易
し
い
文
語
調
の
短
歌
や
俳
句
等

に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と
と
し
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
年
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
八
号
）
に
お
い
て
は
、

歴
史
的
仮
名
遣
い
を
含
む
文
語
の
き
ま
り
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二



三
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
東
京
都
世
田
谷
区
に
よ
る
取
組
は
、
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
い
て
古
典
の
指
導
等
の
充
実
を
図
る
点
に
お
い

て
有
意
義
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
平
成
二
十
年
に
改
訂
し
た
小
学
校
学
習
指
導
要
領
及
び
中
学

校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
日
本
の
伝
統
と
文
化
に
関
す
る
学
習
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
古
典
の
指
導
等
を
充
実
さ
せ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
」
の
中
で
、
ロ
ー
マ
字
が
一
般
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
勧
告
さ
れ
た
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
受
け
て
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
が
我
が
国
に
対
し
て
、
「
再
三
「
変
更
」
を
勧
告
」
し
た
と
い

う
事
実
は
承
知
し
て
い
な
い
。

国
語
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
語
審
議
会
（
当
時
）
に
お
い
て
、
「
過
去
に
お
け
る
伝
統
的
な
も
の
と
、
将
来
に
お
け

る
発
展
的
創
造
的
な
も
の
の
い
ず
れ
を
も
尊
重
す
る
立
場
に
立
ち
な
が
ら
各
方
面
の
要
求
を
考
慮
し
て
」
い
く
べ
き
で
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
十
分
に
尊
重
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三


